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検討のねらい 
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●スマート・プランニング評価指標の拡充 
評価の視点 評価指標 単位 

賑わい 

来訪者数 人 

滞在時間 分 

立ち寄り箇所数 箇所 

移動の利便性 移動時間 分 

健康まちづくり 
歩数 歩 

歩行時間 分 

●対象となる施策や取り組みの拡充 

（2）交通施策

a．施設配置

a．歩行動線の形成

b．公共空間の利活用

b．バス停や駐車場の配置

c．街並みの形成

c．回遊交通の導入

＜志木市高齢者交流サロン整備＞ ＜岡山市 オープンカフェ＞ ＜姫路市駅前街並みの形成＞

＜神戸市自転車交通分離＞ ＜北九州市路上駐輪施設＞ ＜札幌市路面電車ループ化＞

再開発 

オープンカフェ 

歩道拡幅 

路面電車 

駐車場の集約 

公共施設の移転 

滞在時間を評価できるよう
に回遊モデルを拡張 

施策を追加検討 

（資料）国土交通省、スマート・プランニング実践の手引き（案） 



使用したプローブパーソン調査 
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 2015年10月10日（土）～10月25日（日） 
                                 の土曜・日曜 全6日 

 中心市街地の回遊性向上策の検討に活
用することを目的としたスマートフォンを用
いたプローブパーソン調査 

■調査日 

■調査対象地域 

① 参加者は、PCかスマホによりWEB経由

で登録を行い、アプリを起動するための
IDとパスワードを取得 

② 調査モニターは、自分のスマホに調査
用アプリをインストール 

③ 調査期間中にアプリを操作することで
移動の軌跡等の情報を収集する 

■調査概要 ■調査方法 

※内、2日間は回遊性向上社会実験 



回遊行動モデルの構造 

○回遊継続選択、目的ゾーン選択、目的施設選択、経路選択、滞留時間選択
の五段階からなる意思決定行動を仮定 
○滞留時間選択モデルに関しては、生存時間モデルにより定式化 

ｿﾞｰﾝA 

経路A 経路B 経路C 経路D 

目的ゾーン 
選択 

経路選択 

・ゾーンの店舗数 
・ゾーンまでの移動のコ
スト等 

・沿道の魅力 
・歩きやすさ等 

ｿﾞｰﾝB ｿﾞｰﾝC 

施設A 施設B 施設C 施設D 
目的施設 
選択 

（利用状況等を基に配
分） 

帰宅 
回遊継続 
選択 

・立ち寄り箇所数 
・来訪交通手段 
・現在時刻等 

滞留時間 
選択 

●分 

・現在時刻 
・来訪交通手段 
・属性等 
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回遊継続 



回遊行動モデルの構築  回遊継続・目的地選択モデル 
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○現在時刻が遅い時間ほど、帰宅を選択する傾向が強い 
○目的地を選ぶ際には、目的地の魅力度（今回の場合はゾーン内の店舗数）が高いゾー
ンほど選びやすく、目的地までの距離が近いゾーンほど選びやすい傾向 

  説明変数 パラメータ値 t値 

回遊継続 
選択モデル 

トリップ数 -0.0009  -0.01  

交通手段(自動車) -0.5060  -2.06  

現在時刻 -0.0034  -5.12  

ログサム 0.6006  1.54  

目的ゾーン 
選択モデル 

ln(対象店舗数+1/面積) 0.5341  2.62  

ln(大規模施設数+1/面積)【10000㎡以上】 0.6243  3.47  

公共施設ダミー 0.9492  1.66  

繁華街ダミー -0.6135  -1.30  

大規模施設ダミー【岡山駅前】 2.9731  8.32  

大規模施設ダミー【イオンモール】 0.7215  2.75  

大規模施設ダミー【イトーヨーカドー】 0.6301  1.30  

駅西側ダミー -1.3537  -2.18  

アクセシビリティ(内外のみ) 0.4695  7.55  

内々ダミー 0.6385  3.23  

ゾーン面積(m2) 1.0000  － 

初期対数尤度   -965 

最終対数尤度   -657 

対数尤度比   0.320 

サンプル数   427 



回遊行動モデルの構築  回遊継続・目的地選択モデル 
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○回遊継続の選択確率を確認すると，中心市街地に来訪してから2回目のトリップの際に
は，実績と比較して回遊継続を選択しやすいモデルとなっている．3回目以降は帰宅を
選択しやすいモデルとなっている 

○ゾーンの集中量の実績と推計値を比較すると、相関係数は0.98程度であり，集中量の
多いゾーンを中心として比較的整合がとれている． 

【回遊継続選択確率の再現結果】 【ゾーン集中量の再現結果】 

※括弧内の数値はサンプル数 

  6回目以降のトリップはサンプル数が少ないため省略 

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50

【
推
計
】
目
的
ゾ
ー
ン
集
中
量

【実績】目的ゾーン集中量

R=0.978

RMSE=1.732



回遊行動モデルの構築  経路選択モデル 

7 

○経路長が短い、右左折回数が少ない、経路上に歩きやすい歩道が多い、沿道に店舗
が集積している、経路上に商店街が多い経路の方が選択されやすい 

○商店街のように、沿道に店舗が多数あり自動車の通りがなく歩きやすい空間は、歩行
回遊経路として選ばれる傾向が強く、オープンカフェ等でそのような空間づくりをするこ
とは、歩行軸の形成や歩行回遊の促進につながる 

説明変数 
男性 女性 

パラメータ値 t値 パラメータ値 t値 

経路長（m） -0.0044  -3.6122  -0.0033  -3.6203  

右左折回数（回） -0.0594  -0.9948  -0.1598  -2.9645  

歩きやすい歩道の比率（%） 0.3437  0.6246  0.7697  1.8746  

沿道の店舗の状況 0.4213  1.1156  0.5132  1.6809  

商店街の比率（%） 1.5586  1.8875  1.9840  2.7899  

初期対数尤度   -185    -274  

最終対数尤度   -170    -252  

対数尤度比   0.0801   0.0776 

サンプル数   162   253 



回遊行動モデルの構築  経路選択モデル 
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○パラメータ推計用の実績データから算出したリンク交通量と推計リンク交通量の関係
数は0.99程度 

○個別のリンクに着目し確認すると，概ね整合がとれているが，桃太郎大通り等の推計
交通量が実績交通量に比べて小さい傾向. 

【リンク交通量の現況再現結果】 
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回遊行動モデルの構築  滞留時間選択モデル 
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○現在時刻が遅い、中心市街地内滞在時間が長い、来訪交通手段が自動車であると施
設の滞留時間が短くなる傾向 

○一方で、女性や目的施設が大規模施設の場合、滞留時間が長くなる傾向 
○女性の滞留時間は、実績からも長い傾向にあることがわかり、モデル上で行動が表現
されていることが確認できる。 

説明変数 パラメータ値 t値 

切片（μ） 4.3437  12.17  

尺度（σ） 0.8608  16.61  

来訪交通手段（自動車）ダミー -0.0717  -0.50  

現在時刻（分） -0.0008  -1.87  

中心市街地内滞在時間（分） -0.0011  -0.86  

女性ダミー 0.5593  4.01  

大規模施設ダミー【イオンモール】 0.3631  1.71  

最終対数尤度   -218  

サンプル数   157 
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※来訪交通手段（自動車）ダミーは有、現在時刻は10時、中心市街地滞在時間は30分、
大規模施設ダミー【ｲｵﾝﾓｰﾙ】は無、で説明変数は固定して比較 



回遊行動シミュレーションの実施 
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ｿﾞｰﾝA 

経路A 経路B 経路C 経路D 

目的ゾーン 

選択 

経路選択 

ｿﾞｰﾝB ｿﾞｰﾝC 

回遊継続 

施設A 施設B 施設C 施設D 
目的施設 

選択 

帰宅 
回遊継続 

帰

宅 

回遊選択 

帰宅を選択するまで 
逐次的に実施 

各交通結節点来訪者数 

滞在時間 

選択 ●分 

来訪交通手段 来訪者数

鉄道・路面電車 6,938

バス 3,750

自動車 41,751

自転車 6,158

徒歩 5,093

【来訪交通手段別の来訪者数】 

⇒岡山駅等より発生 

⇒バス停より発生 

⇒駐車場より発生 

⇒駐輪場より発生 

• 中心市街地への来訪者を発生させ
て回遊行動モデルを適用することで、
拠点内での人の回遊をシミュレート 
 

• 中心市街地への来訪者数は、パー
ソントリップ調査データを活用し、来
訪交通手段別に集計 
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試算例① 再開発、歩道拡幅等  

 再開発 
 飲食・物販の延べ床面積10,000m2の施設 
 を追加 

 歩道拡幅 
 歩道を拡幅した道路が「自動車と分離か 
 つ歩道幅員4m以上」の道路になると想定 

 オープンカフェ 
 オープンカフェ実施場所を商店街と想定 

【延べ滞在時間の増加】 

【延べ立ち寄り回数の増加】 

再開発と同時に歩道拡幅とオープンカ
フェを実施することで、延べ滞在時間や

立ち寄り回数がより大きく増加 
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【延べ回遊距離の増加】 
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実施することで 
回遊距離が増加 



試算例② 各種施策の適用例 

 公共施設の移転 
 中心市街地の東側にある市民会館 
 が移転した場合を想定。移転元の公 
 共施設ダミーを除き、移転先に公共 
 施設ダミーを追加 

ゾーン別 
来訪者数 
の変化 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000 18000 20000

施
策
後
【
施
設
移
転
】

施策前

R=0.990

RMSE=555.787

市民会館の移転先の 
エリアで集中量が増加 

12 

-500

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

0
～

3
0
分

3
0
～

6
0
分

6
0
～

9
0
分

9
0
～

1
2

0
分

1
2

0
～

1
5

0
分

1
5

0
～

1
8

0
分

1
8

0～
2

1
0分

2
1

0
～

2
4

0
分

2
4

0
～

2
7

0
分

2
7

0
～

3
0

0
分

3
0

0
分
～

来
訪
者
数

滞在時間

 駐車場の集約 
 駅周辺の駐車場が集約された場合 
 を想定。自動車で来訪する人のシ 
 ミュレーションの発生地点を変更 

延べ立寄回数の変化 1,169回 

延べ滞在時間の変化 1,955時間 

延べ回遊距離の変化 2,630km 
90分以上の滞在時間が 

増加する傾向 

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

～
2

5
0

m

2
5

0
～

5
0

0
m

5
0

0
～

7
5

0
m

7
5

0
～

1
0

0
0

m

1
0

0
0
～

1
2

5
0

m

1
2

5
0
～

1
5

0
0

m

1
5

0
0
～

1
7

5
0

m

1
7

5
0
～

2
0

0
0

m

2
0

0
0
～

2
2

5
0

m

2
2

5
0
～

2
5

0
0

m

2
5

0
0
～

2
7

5
0

m

2
7

5
0
～

3
0

0
0

m

3
0

0
0
～

3
2

5
0

m

3
2

5
0
～

3
5

0
0

m

3
5

0
0
～

3
7

5
0

m

3
7

5
0
～

4
0

0
0

m

4
0

0
0

m
～来
訪
者
数

 路面電車サービス向上 
 新たにリンクを追加することで、路面  
 電車のサービス向上を表現（具体的 
 には、路面電車の電停間にリンクを 
 追加、リンク長は実測のリンク長の３ 
 分の２の長さとした） 

※歩行者以外も含む 2km以上の回遊距離の人
が増加する傾向 

延べ立寄回数の変化 172回 

延べ滞在時間の変化 237時間 

延べ回遊距離の変化※ 402km 



おわりに 
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• 施設での滞留時間をモデル化し、時間の評価
ができるよう歩行回遊シミュレーションを拡張。 

• スマート・プランニングの対象となる各種施策に
関して適用し試算。 

 

• 各種施策に関して感度を確認。中心市街地にお
ける各種施策の意思決定や合意形成を支援す
る材料として、活用を期待。 

 


